
国
立
競
技
場
の
解
体
工

事
は
、
業
者
選
定
の
段
階

か
ら
異
例
で
し
た
。

昨
年
行
わ
れ
た
入
札
で

は
「
公
平
性
を
欠
く
手
続

き
が
あ
っ
た
」
「
官
製
談

合
の
疑
い
が
あ
る
」
と
し

て
三
回
の
や
り
直
し
の
す

え
に
業
者
が
決
ま
り
ま
し

た
。
国
会
で
の
追
及
に
よ
っ

て
、
談
合
に
つ
い
て
は
調

査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
工
事
が
は
じ

ま
る
と
、
あ
る
工
区
で
は

下
請
重
機
が
五
割
以
上
の

過
積
載
を
強
要(

断
れ
ば

出
入
り
禁
止)

、
何
人
も

の
ダ
ン
プ
労
働
者
が
検
挙

さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

組
合
に
相
談
に
き
た
Ｋ

さ
ん
も
や
は
り
同
工
区
か

ら
の
残
土
を
運
搬
中
、
白

バ
イ
に
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

Ｋ
さ
ん
は
あ
と
数
日
で

免
許
証
の
処
分
前
歴
が
末

梢
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

Ｋ
さ
ん
は
勇
気
を
だ
し

て
白
バ
イ
隊
員
に
「
国
立

競
技
場
の
解
体
現
場
か
ら

の
残
土
だ
。
積
み
た
く
て

積
ん
で
る
訳
じ
ゃ
な
い
。

い
ま
か
ら
一
緒
に
現
場
に

来
て
く
れ
」
と
訴
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
白
バ
イ
隊

員
は
「
こ
れ
は
運
転
手
さ

ん
の
問
題
だ
か
ら
」
と
反

則
切
符
を
作
成
す
る
だ
け

で
し
た
。

Ｋ
さ
ん
は
訴
え
ま
す
。

「
朝
か
ら
走
り
っ
ぱ
な
し
。

昼
休
み
も
な
く
、
残
業
を

し
て
も
日
給
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
公
共
工
事
で
お
か

し
い
と
思
い
ま
す
」
。

解
体
工
事
が
終
わ
れ
ば

「
国
の
威
信
を
か
け
た
」

本
体
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

組
合
で
は
ダ
ン
プ
だ
け

で
な
く
、
従
事
す
る
す
べ

て
の
建
設
労
働
者
が
、
適

正
な
労
働
条
件
で
働
け
る

よ
う
要
請
し
ま
す
。

住
民
票
が
あ
る
人
に
は

今
年
一
〇
月
以
降
、
否
応

な
く
十
二
桁
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

来
年
一
月
か
ら
は
、
税

の
手
続
き
や
年
金
、
医
療

保
険
、
雇
用
、
社
会
保
険

な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

政
府
は
利
便
性
の
向
上

を
宣
伝
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
口
座
な
ど
の

資
産
状
況
や
健
康
診
断
情

報
な
ど
、
様
々
な
個
人
情

報
に
適
用
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
情
報
乱
用
、
流

出
な
ど
、
多
く
の
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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今年のダンプ支部定期大会(11月15日)では「マイナンバー学習会」を予定しています。

ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
栃
木
行
動
は
八
月
三
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
要
請
先
は
栃
木
県
と
県
警
本
部
。
参
加
で
き
る
人
は
組
合
事
務
所
ま
で
。

「
戦
争
法
案
」
の
強
行
採
決
に

国
民
の
怒
り
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
後
方
支
援
」
に
従
事
す
る
自

衛
隊
員
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
国
内
で
の
テ
ロ
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
も
重
大
な
問
題
で
す
。

軍
事
施
設
の
建
設
に
従
事
す
る

労
働
者
や
、
武
器
、
弾
薬
の
輸
送

を
担
う
運
輸
労
働
者
も
、
テ
ロ
の

対
象
に
な
る
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
ス
ペ
イ
ン
マ
ド
リ
ー

ド
で
は
列
車
爆
破
で
一
九
一
人
が

死
亡
、
二
〇
〇
五
年
に
は
ロ
ン
ド

ン
地
下
鉄
爆
破
で
五
六
人
が
死
亡
、

い
ず
れ
も
イ
ラ
ク
派
兵
が
原
因
で

し
た
。
新
幹
線
に
ガ
ソ
リ
ン
を
持

ち
込
め
る
日
本
な
ど
、
テ
ロ
リ
ス

ト
の
や
り
た
い
放
題
で
す
。

莫大な費用のかかる「キールアーチ」のデザイン案は白

紙撤回となりましたが、工期の短縮は、下請業者、労働

者への過重負担となる危険性が指摘されています。

連日国会前では反対集会が。写真は学生中心の運動

「SEALDs」。組合は「戦争する国にしない佐野市民

ネットワーク」の金曜日宣伝行動に参加してます。

組合事務所にも「アべ政治を許さない」ポスター

掲示。多くの団体、個人が意思表示しよう！


